
インドのサリーとクルター
A0305女子日常用衣装〈パンジャビー スーツ〉

上羽先生からのひとこと
ゆったりとした形態の衣装は、暑いインドの気候に適しています。ドゥパッターと呼ばれる掛け布は、胸元を隠すだ

けでなく、髪の毛を隠すためにも用いられます。パンジャビとはインド北部のパンジャーブ州という意味ですが、こ

の衣装形態はインド全域で着られています。

インドの未婚女性の衣装としては、カミーズというゆったりとした上衣と、サルワールというゆったりとしたズボン、

胸元を隠すドゥパッターがあげられる。この３点をまとめてパンジャビ・スーツと呼ぶ。

色や形態のバリエーションは多様で、この資料には、花文様をかたどったといわれるペイズリー文様が描かれている。


